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中でも子どもたちは元気いっぱいに、競技を楽

しんでいました。（14ページに関連記事）
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平
成
二
十
三
年
春
の
叙
勲
等
受
賞
者
が

発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
渡
辺
至
男
さ
ん

（
旭
日
小
綬
章
）
、
高
橋
ミ
ネ
子
さ
ん
（
瑞

宝
双
光
章
）
、
本
郷
利
通
さ
ん
（
瑞
宝
単
光

章
）
が
受
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　
「
受
章
が
で
き
ま
し
た
の
は

家
族
は
も
と
よ
り
、
ひ
と
え
に

多
く
の
皆
さ
ん
の
常
日
ご
ろ
の

ご
指
導
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の

で
あ
り
、
深
く
感
謝
を
し
て
い

ま
す
」
と
受
章
の
思
い
を
話
す

渡
辺
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
五
年

二
月
名
取
市
議
会
議
員
に
当
選

以
来
七
期
二
十
七
年
間
、
地
方

自
治
の
確
立
と
郷
土
の
発
展
お

よ
び
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
市
議
会
議
長
、
副

議
長
、
建
設
水
道
常
任
委
員
会

委
員
長
、
臨
空
都
市
建
設
調
査

特
別
委
員
会
委
員
長
、
地
域
医

療
環
境
整
備
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
農
業
振
興
、
広
域
行

政
、
仙
台
空
港
対
策
、
公
害
対

策
、
都
市
計
画
、
商
工
振
興
な

ど
幅
広
い
分
野
で
役
職
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
至
誠
一
貫
を
信
条
に
是
々

非
々
を
重
ん
じ
て
市
政
発
展
と

市
民
生
活
安
定
の
た
め
に
行
動

し
た
こ
と
は
幸
せ
で
あ
り
、
ま

た
楽
し
く
、
苦
労
の
記
憶
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
」
と
当
時
を

振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
今
後
は
健
康
に
留
意
し
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
培
っ
た
知

識
や
経
験
を
生
か
し
、
お
世
話

に
な
っ
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
恩

返
し
た
い
。
ま
た
、
地
域
づ
く

り
な
ど
に
参
加
す
る
機
会
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し
協
力
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
自
分
自
身
に
は
、
ま
っ
た

く
縁
の
な
い
叙
勲
の
栄
誉
に
浴

す
る
こ
と
は
、
思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
で
し
た
。
長
い
間
支
え

て
い
た
だ
い
た
同
僚
や
上
司
、

そ
し
て
家
族
の
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
今
日
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
高
橋
さ
ん
は
、

昭
和
五
十
六
年
五
月
に
社
会
福

祉
法
人
に
就
職
さ
れ
、
特
別
養

■
旭
日
小
綬
章
■

渡辺　至男さん（70）
下増田

■
瑞
宝
双
光
章
■

高橋ミネ子さん（64）
植　松

特
　
集



　久しぶりの明るい話題で日本中が沸き立

っております。私もなでしこジャパンの快

挙に勇気づけられました。

　名取市の復興プランは、科学的論拠に基

づいた実効性のある津波対策と、かつての

まちの風情や新たな産業振興策が両立でき

る計画を目指して作業を進めておりますが、

これとは別に市全体を押し上げる振興策の

一つに「統合医療センター」の誘致を計画し

ております。

　統合医療とは、これまで医療の中心だっ

た「西洋医学」と伝統的な「東洋医学」を統合

した医療のことです。日本では、治療の中

で保険適用外の東洋医学の治療を行うと「混

合診療」となり、すべての治療が保険適用

外となっております。混合診療を行っても

保険適用となるような特区を作り、なおか

つ韓国や欧米では薬として認可を受けてい

る健康食品やサプリメントなどを、日本で

も薬事認可が取れるようにという狙いもあ

ります。

　まだ素案の段階ですが、市民が心も身体

も健康であるような健康都市を目指し、農

業も含めて「医食同源」を実現していこうと

するものです。これまでも実現に向けて取

り組んできたがんの陽子線治療施設も計画

の一部にあります。死亡原因で一番高い「が

ん」。「治せるがんは治そう」そして統合医

療センターでは難病治療にも挑戦したい。

患者さんに優しい治療を行うとともに不足

している漢方や放射線治療に携わる医師・

技術者などの教育機関も併設したいと考え

ております。

　これまでハードルを乗り越えられずにい

たがんの治療施設ですが、多くの関係者の

熱意が集まり、実現に向けた取り組みが始

まりそうです。

　名取に住めば健康でいられる。これは大

きな魅力です。この統合医療センターが名

取市全体を押し上げる震災復興の起爆剤に

なればと願っているところです。

　同時に、北釜地区の皆さんからご提案い

ただいているエアポートリゾート構想も

1,000億円もの投資規模という市にとって

新たな起爆剤になる可能性が高い計画です。

解決すべき課題も多くありますが、なでし

こジャパンを見習い、名取が元気になるプ

ランにみんなで挑戦していきたいと考えて

おります。

護
老
人
ホ
ー
ム
の
寮
母
と
し
て

長
き
に
わ
た
り
、
要
援
護
高
齢

者
の
日
常
生
活
全
般
の
支
援
業

務
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

は
介
護
職
員
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
職
員

が
夜
遅
く
ま
で
七
夕
飾
り
を
し

て
、
全
員
で
達
成
感
と
満
足
感

を
味
わ
っ
た
こ
と
。
意
思
疎
通

の
難
し
い
利
用
者
の
方
と
身
振

り
手
振
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
習
得
に
時
間
が
か
か
っ
た

こ
と
。
そ
の
ほ
か
数
え
切
れ
な

い
ド
ラ
マ
を
思
い
出
し
ま
す
」

と
当
時
の
思
い
出
を
話
し
ま
す
。

　
「
勤
務
先
の
老
人
ホ
ー
ム
が
、

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
犠
牲
者
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
三

カ
所
に
分
散
し
て
お
り
、
早
く

一
つ
屋
根
の
下
で
元
の
生
活
を

取
り
戻
せ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。
福
祉
の
仕
事
は
、
大
変
奥

の
深
い
仕
事
で
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
先
輩
で
あ
る
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
対
し
、
尊
敬
の
気
持

ち
と
常
に
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
る
職
場
の
モ
ッ
ト
ー
を

実
践
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
受
章
で
き
て
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

受
章
は
、
上
司
の
方
々
や
同
僚

の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
た
ま
も

の
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
職
務
の
特
性
上
、
日
ご

ろ
か
ら
大
変
な
苦
労
を
か
け
た

妻
の
理
解
と
協
力
の
お
か
げ
で

す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
す
本

郷
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
四
年
三

月
に
自
衛
隊
に
入
隊
以
来
、
平

成
十
三
年
に
退
官
す
る
ま
で
の

約
三
十
三
年
間
を
自
衛
官
と
し

て
主
に
東
北
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
隊
で
航
空
機
整
備
の
業
務
に

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
整
備
に
携
わ
る
と
と
も
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
搭
乗
し
、
山

火
事
の
消
火
、
水
害
・
雪
害
集

落
へ
の
物
資
空
輸
、
遭
難
者
の

捜
索
な
ど
の
活
動
も
し
ま
し
た
。

数
々
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
が
、

特
に
昭
和
五
十
二
年
の
青
森
県

黒
石
市
へ
の
災
害
派
遣
は
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
着
陸
さ
せ
る
適

当
な
場
所
が
な
く
、
な
ん
と
か

小
学
校
の
校
庭
に
着
陸
さ
せ
た

こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
と
き
、
現
地
の
役

場
や
消
防
団
の
方
々
か
ら
の
『
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
の
一

言
が
心
に
響
き
、
一
生
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
、
名
取
市
民

の
一
人
と
し
て
、
市
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
抱
負
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
元
市
長
の
故
石
川
次
夫
さ

ん
に
、
生
前
の
公
共
に
対
し

て
の
功
労
に
よ
り
、
従
四
位

の
位
階
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
元
市
長 

故
石
川
次
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　 

叙
位
・
叙
勲

■
瑞
宝
単
光
章
■

本郷　利通さん（63）
手倉田

特
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②
母
子
・
父
子
世
帯

表
２
の
（1）
の
世
帯

　
り
災
証
明
書
、
振
り
込
み
口

座
の
通
帳
の
写
し
（
申
請
者
名

義
の
も
の
）
、
申
請
者
の
身
分

証
明
書
、
印
鑑
、
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
書
類

の
写
し
（
例
　

児
童
扶
養
手
当
受

給
者
証
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

表
２
の
（2）
の
世
帯

　
配
偶
者
の
死
亡
診
断
書
（
検

案
書
）
な
ど
の
写
し
、
振
り
込

み
口
座
の
通
帳
の
写
し
（
申
請

者
名
義
の
も
の
）
、
申
請
者
の

身
分
証
明
書
、
印
鑑

※
申
請
者
は
児
童
を
扶
養
す
る

親
と
な
り
ま
す
。

③
高
齢
者
・
障
が
い
者
施
設
入

所
者

　
市
か
ら
対
象
者
に
対
し
、
申

請
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

④
遺
児

　
死
亡
診
断
書
（
検
案
書
）
な
ど

の
写
し
、
振
り
込
み
口
座
の
通

帳
の
写
し（
申
請
者
名
義
の
も
の
）、

申
請
者
の
身
分
証
明
書
、
印
鑑

※
人
的
被
害
ま
た
は
住
家
被
害

に
よ
る
第
一
次
義
援
金
、
災
害

弔
慰
金
、
生
活
再
建
支
援
金
を

す
で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、
り

災
証
明
書
お
よ
び
死
亡
診
断
書

な
ど
の
提
出
は
不
要
で
す
。

①
人
的
被
害
、
住
家
被
害
に
対

す
る
第
二
次
災
害
義
援
金

②
母
子
・
父
子
世
帯
に
対
す
る
宮
城
県
第

二
次
災
害
義
援
金

③
高
齢
者
施
設

入
所
者
等
に

対
す
る
宮
城

県
第
二
次
災

害
義
援
金

日赤等配分額

要　　件
（平成23年3月11日時点）

死　　亡
行方不明

宮城県配分額 名取市配分額 合　計

宮城県
配分額

支給対象

58万円

20万円

8万円―50万円

全　　壊 62万円7万円5万円50万円

配偶者のない人が児童を扶養し

ている世帯

（1）震災により半壊以上の住家被

害を受けた震災時に母子（ま

たは父子）世帯であったもの

（2）震災に起因する理由により配

偶者が死亡し、母子（または

父子）世帯となったもの

※児童とは、平成4年4月2日か

ら平成23年3月11日までに生ま

れた者をいいます

大規模半壊

母子・父子世帯

55万円5万円3万円47万円

半　　壊 35万円5万円3万円27万円

要　　件
（平成23年3月11日時点）

宮城県配分額支給対象

10万円
大規模半壊以上の被害を受けた高齢者

施設及び障がい者施設に入所していた

高齢者・障がい

者施設入所者

表1

表2

表3

　
日
赤
等
第
二
次
災
害
義
援
金
、

宮
城
県
第
二
次
災
害
義
援
金
、

名
取
市
第
二
次
災
害
義
援
金
が

次
の
①
か
ら
④
の
と
お
り
に
決

定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
を

始
め
ま
す
。

　
す
で
に
人
的
被
害
（
死
亡
・

行
方
不
明
）
ま
た
は
住
家
被
害

（
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
）

の
第
一
次
災
害
義
援
金
を
申
請

さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
①
人

的
被
害
、
住
家
被
害
に
対
す
る

第
二
次
災
害
義
援
金
へ
の
新
た

な
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

第
一
次
災
害
義
援
金
で
申
請
さ

れ
た
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
城
県
第
一
次
災
害

義
援
金
（
震
災
孤
児
分
）
を
申
請

さ
れ
た
人
に
つ
い
て
も
、
④
遺

児
に
対
す
る
名
取
市
第
二
次
災

害
義
援
金
へ
の
新
た
な
申
請
は

必
要
な
く
、
第
一
次
災
害
義
援

金
で
申
請
さ
れ
た
口
座
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

　
今
回
申
請
が
必
要
と
な
る
人

は
、
②
母
子
・
父
子
世
帯
、
③

高
齢
者
施
設
入
所
者
等
、
④
両

親
の
う
ち
ど
ち
ら
か
を
亡
く
し

た
遺
児
に
対
す
る
義
援
金
の
対

象
者
に
な
り
ま
す
。

特
　
集
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今
回
の
震
災
で
被
災
し
た
人

で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は
「
災
害
特
例
に

よ
る
免
除
制
度
」
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
被
保
険

者
、
世
帯
主
、
配
偶
者
ま
た
は

被
保
険
者
、
世
帯
主
も
し
く
は

配
偶
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

員
で
、
こ
の
い
ず
れ
か
の
人
の

所
有
す
る
財
産
に
被
害
が
あ
っ

た
場
合
に
該
当
し
ま
す
。

　
対
象
者
の
所
有
す
る
住
宅
、

建
物
に
つ
い
て
は
、
半
壊
以
上

の
被
害
を
受
け
た
人
、
そ
の
ほ

か
の
財
産
に
つ
い
て
は
お
お
む

ね
二
分
の
一
以
上
の
被
害
を
受

け
た
と
き
は
、
全
額
免
除
に
な

り
ま
す
。

　
被
害
金
額
の
う
ち
、
損
害
保

険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
は
除
き
ま
す
。

免
除
期
間
　
平
成
二
十
三
年
七

月
～
平
成
二
十
四
年
六
月
分

申
請
期
間
　
平
成
二
十
三
年
七

月
一
日
～
平
成
二
十
四
年
七
月

三
十
一
日
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手

帳
、
印
鑑
、
り
災
証
明
書
、
国

民
年
金
被
災
状
況
届
（
市
役
所

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
家
屋
の

面
積
、
価
格
を
記
入
す
る
欄
が

あ
り
ま
す
）
、
転
入
な
ど
の
場

合
は
所
得
証
明
書

※
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金

課
医
療
年
金
係
（
一
階
・
内
線

１
２
１
・
１
２
２
・
１
３
２
）へ
。

　
市
で
は
、
四
月
か
ら
津
波
の

被
害
を
受
け
た
家
屋
の
解
体
撤

去
を
順
次
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
津
波
の
被
害
以
外
の
、
地
震

に
よ
る
被
害
を
受
け
た
家
屋
に

つ
い
て
も
、
七
月
十
九
日
（火）
か

ら
解
体
撤
去
を
公
費
負
担
で
行

う
た
め
の
申
請
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
該
当
す
る
家
屋
は
、
り
災
証

明
書
で
「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」

の
判
定
を
受
け
た
個
人
の
住
宅

と
中
小
企
業
者
の
事
業
所
な
ど

で
す
。

　
な
お
、
個
人
が
居
住
す
る
こ

と
を
目
的
に
所
有
す
る
住
宅
に

つ
い
て
は
、
「
半
壊
」
と
判
定
さ

れ
た
も
の
も
対
象
と
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
七
月
十
九
日
（火）
か

ら
当
分
の
間
。
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時

受
付
場
所
　
仙
台
法
務
局
名
取

出
張
所
三
階

必
要
な
書
類
　
身
分
証
明
書
、

り
災
証
明
書
な
ど

※
七
月
十
九
日
以
前
に
自
費
で

解
体
撤
去
を
行
っ
た
家
屋
な
ど

に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

後
日
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
　
399
　

―
　

９
７
８
２
）
へ
。

　
市
民
体
育
館
の
休
館
日
を
当

分
の
間
、
「
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

を
臨
時
休
館
日
」
と
し
ま
す
。

　
市
民
体
育
館
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
影
響
で

休
業
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
破

損
し
た
設
備
や
被
害
個
所
の
改

修
・
修
繕
な
ど
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設

と
し
て
開
放
で
き
る
時
期
に
つ

い
て
は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
体
育

館
（
　
384
　

―
　

３
１
６
１
）
へ
。

　
三
月
十
一
日
の
大
津
波
警
報

発
令
時
に
お
い
て
、
市
で
は
、

防
災
行
政
無
線
で
計
十
四
回
と

消
防
署
・
消
防
団
に
よ
り
、
閖

上
地
区
と
下
増
田
地
区
に
避
難

指
示
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
防
災
行
政
無
線
の

放
送
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
の

指
摘
が
あ
り
、
調
査
し
た
結
果
、

地
震
に
よ
り
防
災
行
政
無
線
送

受
信
装
置
に
不
具
合
が
発
生
し

て
放
送
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

　
震
度
六
強
の
揺
れ
に
よ
り
市

役
所
屋
上
に
あ
る
防
災
行
政
無

線
送
受
信
装
置
の
電
源
ユ
ニ
ッ

ト
の
回
線
の
一
部
に
金
属
片
が

落
下
し
、
回
線
が
シ
ョ
ー
ト
し

て
ヒ
ュ
ー
ズ
が
飛
ん
だ
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
原
因
物
の

特
定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
金

属
片
の
混
入
防
止
対
策
や
機
器

に
異
常
が
あ
っ
た
と
き
の
監
視

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
現
在
も
余
震
が
続
い
て
お
り
、

今
後
津
波
警
報
な
ど
が
発
令
さ

れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
海
岸
部
の
防
災
行
政
無
線
に

つ
い
て
は
、
津
波
に
よ
り
倒
壊
・

流
失
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
災

害
情
報
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に

よ
り
、
名
取
の
地
域
情
報
に
は
、

な
と
り
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
（
な

と
ら
じ
８
０
・
１
Ｍ
ｈ
ｚ
）
な
ど
に

よ
り
入
手
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
倒
壊
・
流
失
し
た
防

災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
復

興
計
画
の
中
で
新
た
な
設
置
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
名
取
市
災
害
対
策
本
部

④
遺
児
に
対
す
る
名
取
市
第
二

次
災
害
義
援
金

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

時
点
で
、
名
取
市
に
住
民
登
録

が
あ
っ
た
平
成
四
年
四
月
二
日

か
ら
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
災
害
義
援
金
を
申
請
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
忘
れ
ず
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

④
遺
児
に
対
す
る
名
取
市
第
二

次
災
害
義
援
金

申請者
（受取者）

名取市配分額義 援 金 配 分 の 対 象

遺児

親が震災で死亡・行方不明となり、両親

ともいない子ども

遺児1人につき

30万円

親が震災で死亡・行方不明となり、両親

のうちどちらかがいない子ども

遺児1人につき

15万円

災害

遺児

表4
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
人
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
減
免
条
例
を
定
め
、
申

請
に
基
づ
き
住
民
税
の
減
免
を

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
減
免
申
請

を
し
て
い
な
い
人
は
、
り
災
証

明
書
お
よ
び
印
鑑
を
持
参
の
上
、

税
務
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
減
免
の
該
当
と
な
る
用
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
ア
）
納
税
義
務
者
が
災
害
に
よ

り
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

（
イ
）
納
税
義
務
者
（
納
税
義
務

者
の
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び

扶
養
親
族
含
む
）
の
所
有
す
る

住
宅
等
が
半
壊
以
上
で
あ
る
も

の
で
、
平
成
二
十
二
年
中
の
合

計
所
得
金
額
が
一
千
万
円
以
下

で
あ
る
も
の

※
住
宅
等
と
は
、
自
己
ま
た
は

自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
そ
の
他
の
親
族
が
常
時
起
居

す
る
住
宅

※
損
害
の
程
度
の
「
半
壊
・
大

規
模
半
壊
以
上
」
と
は
、
り
災

証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
被

害
の
程
度
で
認
定

※
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
市

民
税
係
（
一
階
・
内
線
１
６
６
・

１
６
７
・
１
６
８
）
へ
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
市
が
発
行
す
る
「
一
部
負
担

金
等
免
除
証
明
書
」
を
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
平
成
二
十
四
年
二
月
末
ま

で
の
一
部
負
担
金
等
の
支
払
い

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
の
対
象
者

一
　
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災

を
し
た
人

二
　
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負

っ
た
人

三
　
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行

方
が
不
明
で
あ
る
人

四
　
主
た
る
生
計
維
持
者
が
事

業
を
廃
止
・
休
止
し
た
人

五
　
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失

職
し
、
現
在
収
入
が
な
い
人

六
　
原
発
の
事
故
に
伴
い
、
政

府
の
避
難
指
示
、
計
画
的
避

難
区
域
お
よ
び
緊
急
時
避
難

準
備
区
域
に
関
す
る
指
示
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
人

七
　
特
定
避
難
勧
奨
地
点
に
居

住
し
て
い
る
た
め
、
避
難
を

行
っ
て
い
る
人

　
一
部
負
担
金
等
免
除
証
明
書

の
発
行
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い

人
は
、
次
の
も
の
を
持
参
の
上
、

保
険
年
金
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、

被
災
の
事
実
が
確
認
で
き
る
書

類
（
り
災
証
明
書
な
ど
）

【
す
で
に
支
払
っ
た
一
部
負
担
金

は
返
金
し
ま
す
】

　
一
部
負
担
金
等
免
除
の
対
象

と
な
る
名
取
市
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
、
三
月
十
一
日

の
震
災
以
降
、
免
除
期
間
に
医

療
機
関
な
ど
へ
一
部
負
担
金
を

支
払
っ
た
場
合
、
保
険
年
金
課

で
還
付
手
続
き
を
受
け
付
け
し

ま
す
。

還
付
手
続
き
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑
、
世
帯
主
名
義
の
通
帳
、

領
収
書
、
一
部
負
担
金
等
免
除

証
明
書

※
社
会
保
険
の
人
は
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
組
合
な
ど
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
（
一
階
・

内
線
１
２
３
～
１
２
６
）
へ
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
放
射

線
へ
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
放
射
線
と
健

康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
八
月
十
七
日
（水）
午
後
三

時
か
ら
四
時
三
十
分

場
所
　
文
化
会
館
　
小
ホ
ー
ル

（
定
員
二
百
人
、
先
着
順
）

内
容
　
放
射
線
の
基
礎
知
識
、

福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
放
射

線
の
状
況
・
放
射
線
の
健
康
へ

の
影
響

講
師
　
香
山
不
二
雄
氏
（
自
治

医
科
大
学
教
授
）

入
場
料
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン

対
策
課
環
境
保
全
係
（
四
階
・

内
線
４
８
３
）
へ
。

　
今
回
の
津
波
で
流
出
し
た
有

価
物
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の

判
明
し
た
も
の
か
ら
順
次
、
仙

台
法
務
局
名
取
出
張
所
で
引
き

渡
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

六
月
二
十
七
日
を
も
っ
て
市
で

の
引
き
渡
し
業
務
は
終
了
し
、

市
で
保
管
し
て
い
た
有
価
物
は
、

岩
沼
警
察
署
へ
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。

　
今
後
、
引
き
継
い
だ
有
価
物

は
、
所
有
者
が
判
明
し
た
時
点

で
岩
沼
警
察
署
会
計
課
か
ら
皆

さ
ん
へ
直
接
ご
連
絡
が
い
き
ま

す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
岩
沼
警
察

署
会
計
課
（
　
0223
　

―
　

22
　

―
　

４
３

４
１
）
へ
。

減免の割合損害の程度合 計 所 得 金 額

2分の1
500万円以下であるとき

750万円を超えるとき

500万円を超え

750万円以下であるとき

半　　　　　壊

全　部大規模半壊以上

4分の1半　　　　　壊

2分の1大規模半壊以上

8分の1半　　　　　壊

4分の1大規模半壊以上

減免の割合区 　 　 　 分

死亡したとき

生活保護法の規定による生活扶助

を受けることになったとき

地方税法第292条第1項第9号に規

定する障害者になったとき

全　部

全　部

10分の9

特
　
集



◆問い合わせ　社会福祉課（1階　内線135・144）

子育てサロン「こあら」

　親子で自由に遊べるお部屋です。初めて

の人も気軽に遊びに来てみませんか？

対象　幼稚園に就園する前のお子さん

日時　毎週月・火・木・金曜日

　　　午前10時～正午と午後2時～4時

※おにぎりタイム（正午～午後零時45分）午

前のサロン終了後はお弁当を持ってきて食

べて帰ることができます。

※遊べない日もありますので、電話でお問

い合わせください。

「赤ちゃん広場」

　赤ちゃんとママが集い、自由に遊んだり、

おしゃべりなどをするお部屋です。

対象　平成22年4月以降生まれの赤ちゃん

日時　毎週水曜日

　　　午前10時～正午と午後2時～4時

※申し込みの必要はありませんが、初めて

おいでになる人はお電話ください。

※問い合わせは、増田保育所内子育て支援

センター（　381－1305）へ。

子育てサロン「りんご組」

　親子で自由に遊べるお部屋です。楽しく

遊んでおしゃべりしましょう。

　ランチタイムでは、お弁当を持ってきて、

みんなでご飯を食べることができます。

日時　月曜日～土曜日

　　　午前10時～正午と午後2時30分～4時

※ランチタイム（午後零時10分～零時40分）

※土曜日は午前中のみ利用できます。（ラン

チタイム可）

≪プレママ・フレッシュママサロン≫

　妊娠中の人、生後6カ月未満のお子さん

を子育て中のママと家族が対象です。熊谷

真智子先生によるアロマテラピーとヨガを

行います。

日時　9月10日（土） 午前10時～正午

場所　高舘保育所 「りんご組」のお部屋

※事前予約が必要です（定員10組）。

持ち物　飲み物、タオル、動きやすい服装

※申し込みは8月19日（金） 午前10時から受

け付けます。

☆高舘・増田保育所子育て支援センター共催☆

≪親子わらべうたの会≫

内容　親子わらべうた（講師：宮城わらべ

うたの会主宰　金子きくえ氏）

日時　9月1日（木） 午前10時30分～11時30分

（午前10時15分から受け付けします）

場所　増田西児童センター

対象　1歳～2歳程度のお子さん

※申し込みは8月17日（水） 午前10時から、

高舘保育所内子育て支援センターで受け付

けます。

≪保育所情報セミナー≫

　「名取市内には保育所が何カ所あるの」「入

所するにはどうしたらよいの」など、皆さ

んが知りたい保育所情報をお伝えします。

日時　9月7日（水） 午前10時30分～11時30分

場所　高舘保育所　ホール

対象　今後、保育所入所を考えている人（定

員20組程度）

※申し込みは8月22日（月） 午前10時から、高舘

保育所内子育て支援センターで受け付けます。

※問い合わせは、高舘保育所内子育て支援

センター（　381－2031）へ。

○
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
こ
の
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
受
給
で
き
る
人
は
、
父
親
ま

た
は
母
親
の
い
な
い
家
庭
（
行

方
不
明
や
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
も
含
む
）
で
児
童
を
養

育
し
て
い
る
父
親
、
母
親
ま
た

は
家
族
な
ど
で
す
。

　
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
児

童
の
年
齢
は
十
八
歳
ま
で
で
す
。

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
を

受
給
で
き
る
人
は
、
こ
の
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
請
求
手
続
き

　
市
役
所
の
社
会
福
祉
課
で
行

い
ま
す
が
、
請
求
に
必
要
な
書

類
が
支
給
要
件
ご
と
に
異
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
手
当
額

　
児
童
一
人
の
場
合
、
月
額
四

万
千
五
百
五
十
円
で
す
。
児
童

が
二
人
以
上
の
場
合
に
は
、
こ

の
額
に
二
人
目
の
児
童
に
は
月

額
五
千
円
、
三
人
目
以
降
の
児

童
に
は
一
人
に
つ
き
月
額
三
千

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
（
所
得
制

限
に
よ
り
手
当
額
の
一
部
ま
た

は
全
額
が
支
給
停
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）
。

○
現
況
届
の
提
出

　
こ
の
手
当
の
支
給
認
定
を
受

け
た
人
は
、
毎
年
八
月
一
日
時

点
の
状
況
を
「
現
況
届
」
に
記
載

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

が
な
い
と
そ
の
年
の
八
月
以
降

の
手
当
が
決
定
（
支
給
）
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。

○
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
へ

　
自
宅
が
被
災
し
、
住
民
登
録

上
の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
社
会
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉

課
こ
ど
も
福
祉
係
（
一
階
・
内

線
１
４
４
・
１
４
５
）
へ
。

　
名
取
み
た
ぞ
の
保
育
園
で
は

「
病
後
児
保
育
室
ひ
ま
わ
り
」
を

開
設
し
、
病
気
回
復
期
に
あ
る

お
子
さ
ん
を
、
保
護
者
な
ど
が

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
と
き
に

お
預
か
り
す
る
病
後
児
保
育
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

　
市
内
在
住
の
一
歳
か
ら
小
学

校
三
年
生
ま
で
の
病
気
回
復
期

に
あ
る
お
子
さ
ん
。
ほ
か
の
保

育
園
児
や
幼
稚
園
児
も
利
用
で

き
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
日
時
】

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前

八
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
（
土

曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
は
お
休
み
で
す
）

【
利
用
料
】

　
一
時
間
二
百
四
十
円
。
ほ
か

に
飲
食
物
代
三
百
円
が
別
途
か

か
り
ま
す
。

【
利
用
方
法
】

　
事
前
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
「
病
後
児
保
育
室
ひ
ま

わ
り
」
へ
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
す
る
際
は
、
か
か

り
つ
け
医
師
が
作
成
す
る
診
療

情
報
提
供
書
と
利
用
申
請
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
名
取
み
た

ぞ
の
保
育
園
（
代
表
　
　
784
　

―
　

１

０
２
０
、
病
後
児
保
育
室
直
通

　
784
　

―
　

１
０
３
１
）
へ
。

福
祉
の
コ
ー
ナ
ー



野田眼科クリニック　　野　田　邦　雄

　日々の生活の中で、以前から、あ

るいは最近急に雲やハエ、蚊のよう

なものがチラチラ飛んでるように見

えることはありませんか？このよう

な症状を飛蚊症といいます。

　原因はいろいろ考えられますが、

多くの場合は年齢的なもの、生理的

なものなのですが、中には眼の病気

によることもあります。

　ドライアイや緑内障、白内障など

さまざまな病気が考えられますが、

とりわけ網膜剥離（カメラでいうと

フィルムに相当する網膜というとこ

ろが剥がれてしまう病気です）は気

をつけなければいけない病気です。

網膜剥離は放置すれば失明に至る病

気だからです。また、網膜剥離には

なっていないものの、そうなる前の

状態、つまり網膜が傷ついたり裂け

たりしていることもあり、原因を調

べておくことは大切です。

　ではどうしたら原因を調べること

ができるでしょうか。それには瞳孔（茶

目、カメラでいうとシャッターにあ

たるところ）を拡げる点眼薬をつけ

たうえでの眼底検査が必要です。皆

さんの中には、検診で眼底検査を受

けたことがあるよ、という人がいる

かもしれませんが、瞳孔を拡げずに

カメラで撮影するだけの場合が多く、

残念ながらそれでは網膜剥離や網膜

剥離になる前の状態が有るのか無い

のかは判りません。面倒でも眼科医

に診察してもらう必要があるのです。

　網膜剥離に至っていると手術が必

要になってしまいます。そのような

ことにならないよう、早めに眼底検

査、診察を受けて原因を調べておく

ことが大切だと思われます。

　震災後の強い不安・意欲の低下・イライラ・睡眠障害・

罪悪感など、こころの問題でお困りの皆さんの相談を行っ

ています。相談には、精神保健福祉士、保健師が対応しま

す。予約制になっていますので、事前にご連絡ください。

日時　8月5日（金）、26日（金）、9月2日（金）

　　　午後1時～4時

場所　保健センター

　子宮頸がん予防ワクチンの接種については、全国的な供

給不足により3月から初回接種の差し控えをお願いしてき

ましたが、7月20日より中学1年生から高校2年生までの全

学年を対象に接種を再開しています。接種料金補助の期間

は、平成24年3月31日までです。

　子宮頸がん予防ワクチンは3回の接種が必要であり、1回

目接種から3回目接種まで6か月の間隔をあけるようになっ

ています。ワクチン接種を希望する人は、早めに接種を開

始することをお勧めします。

　なお、転入などで通知をお持ちでない人はお問合せくだ

さい。

　暑さで食欲が低下し、食事が簡単になっていませんか？

夏バテや熱中症予防のためにも日ごろの食事のあり方が大

切です。

　バランスの良い食事とは「主食」「主菜」「副菜」がそろった

食事のことをいいます。

　「元気なとり」食育プランでも、“主食･主菜・副菜をそろ

えて食べる市民の増加”を目標のひとつに掲げています。

平成22年度に実施した市民アンケートでは、下記のような

結果でした。特に成人の昼食は簡単に済ませがちなようで

す。日ごろの食事のあり方を振り返ってみましょう。

◇名取市医師会のホームページ◇

※休日担当医や名取市の医療機関情報を掲載しています。

指　標 平成19年 平成22年
平成25年
（目標）

41.5％ 42.6％ 45％以上
主食･主菜・副菜を
そろえて食べる

（そろえにくい成人の昼食）

副 菜
野菜・きのこ・
海そうなどを主
にした料理

主 菜
肉・魚・卵・大
豆製品などを主
にした料理

主 食
ごはん・パン・
めんなどの料理

ひ　　ぶん　　しょうあなど

ひぶんしょう

さ
わ
や
か
健
康



お 
 

便 
 

り

震
災
を
振
り
返
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ホ
タ
ル
！

温
か
い
街

花
火
遊
び
の
際
に
は
注
意
を
！

　
未
曾
有
の
震
災
を
体
験
し
、

幸
い
に
も
家
族
全
員
無
事
で
、

今
は
何
と
か
生
活
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
る
中
、

本
当
に
こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
復
興
に
向
け
て
、
自
分
の
で

き
る
こ
と
か
ら
一
歩
一
歩
進
ん

で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
名
取
、
大
好
き
で
す
。
健
康

第
一
に
あ
せ
ら
ず
、
急
が
ず
、

優
し
さ
を
も
っ
て
市
民
み
ん
な

で
！

相
互
台
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ
ん

　
本
当
に
三
・
一
一
東
日
本
大

震
災
の
と
き
は
、
恐
ろ
し
さ
と

び
っ
く
り
で
、
今
で
も
思
い
出

す
と
怖
い
で
す
。
岩
沼
市
で
被

災
し
た
の
で
す
が
、
仕
事
中
で

職
場
の
方
々
の
協
力
で
仙
台
空

港
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
仙
台
空
港
の
職

員
の
方
々
に
は
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
植
松
　
三
浦
哲
子
さ
ん

　
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
楽
し

み
に
拝
読
し
て
い
ま
す
。
南
相

馬
か
ら
避
難
し
て
き
ま
し
た
。

　
三
月
の
地
震
、
津
波
、
原
発

二
十
キ
ロ
圏
内
で
、
夫
の
職
場

の
あ
る
こ
こ
へ
来
ま
し
た
。
姑

や
義
姉
、
親
戚
と
は
絆
が
壊
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
出
会
い
、
と
て
も
優

し
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

救
わ
れ
、
生
き
る
勇
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
優
し
い
温
か
い
街
で
す
、
名

取
！

　
　
手
倉
田
　
大
谷
照
子
さ
ん

　
六
月
二
十
二
日
（水）
今
年
　

初
　

の
ホ
タ
ル
発
見
！

　
一
匹
の
ホ
タ
ル
の
小
さ
な
光

に
、
名
取
の
素
晴
ら
し
さ
を
見

た
気
が
し
ま
し
た
。

　
愛
島
塩
手
　
菊
地
亜
紀
さ
ん

　
昨
年
の
夏
に
自
宅
近
く
で
花

火
遊
び
を
し
て
い
た
家
族
が
い

ま
し
た
。

　
周
り
に
は
住
宅
が
立
ち
並
ん

で
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
し
て
い
た
よ

う
で
、
自
宅
に
向
か
っ
て
飛
ん

で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
時
は
注
意
を
し
て
終
わ

り
ま
し
た
が
、
と
て
も
怖
い
思

い
を
し
ま
し
た
。

　
花
火
遊
び
を
す
る
と
き
は
、

周
囲
へ
の
配
慮
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
植
松
　
匿
名
希
望
さ
ん

日
時
　
八
月
十
三
日
（土）

第
一
部
　
午
後
一
時
か
ら
三
時

第
二
部
　
午
後
三
時
三
十
分
か

ら
六
時
三
十
分

場
所
　
第
一
部
　
北
釜
集
会
所

第
二
部
　
美
田
園
駅
周
辺
（
西

松
建
設
所
有
地
）

内
容

・
竹
灯
篭

・
鎮
魂
の
ろ
し
打
ち
上
げ

・
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
な
ど
の

　
閲
覧

・
復
活
祭
セ
レ
モ
ニ
ー

　
幹
m
i
k
i
復
興
ラ
イ
ブ
な
ど

※
時
間
・
内
容
に
つ
い
て
は
状

況
に
応
じ
て
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

主
催
　
北
釜
興
農
会
（
農
協
青

年
部
）
・
Ｏ
Ｂ

協
賛
　
北
釜
町
内
会
・
Ｊ
Ａ
名

取
・
岩
沼
農
協
青
年
部

※
問
い
合
わ
せ
は
、
北
釜
興
農

会
（
桜
井
　
090
　

―
　

９
５
３
６
　

―
　

３
６
０
２
）
へ
。

み

　

ぞ

　

う

　塩竈市北浜四丁目にある仙台保健福祉事務

所（塩釜保健所）は、震災による建物の改修工

事の間、2カ所に分かれて業務を行っています。

　環境衛生部は、多賀城市の県多賀城分庁舎（旧

仙台東土木事務所、多賀城市鶴ヶ谷1－4－1）、

地域保健福祉部は仙台市の県仙台合同庁舎（青

葉区堤通雨宮町4－17）になります。

　来所の際はご注意願います。

※問い合わせは、仙台保健福祉事務所（塩釜保

健所）環境衛生部（　367－7051）、地域保健福

祉部（　706－1213）へ。

市
民
の
ひ
ろ
ば



締め切り＝8月3日(水)  当日消印有効

　　　　　　　　全問正解者の中から、抽選

で5人に500円の「図書カード」をプレゼントし

ます。はがきなどにクイズの答え（例①－A、②

－B）、住所、氏名、性別、年齢を記入。市や広報

に対する意見、要望、質問などを書き添えて送

付してください。イラスト、情報交換や詩など

も大歓迎です。「市民のひろば」で紹介します。

（掲載時の匿名希望やペンネームもOKです）

　　　　　投稿部門、住所、氏名、電話番号を

記入の上、1人につき3首・3句以内をはがきか

封書で送ってください。作品にはふりがなも

付けてください。掲載作品は、寸評していた

だいている先生方に選定をお願いしています。

　　　　〒981－1292 （住所記入不要）

名取市役所 総務課広報広聴係まで

①　平成23年度から、宮城県で新たに「みやぎ○○税」が実施さ

れます。さて、○○に入る言葉は何でしょう？

　　　復興　　　　観光　　　　環境

②　市では、市の計画の策定にあたって、市民の皆さんから意

見をいただく「○○コメント」の制度を導入しています。さて、

○○に入る言葉はなんでしょう？

　　　パシフィック　　　パブリック　　　パッション

・前回の正解は、①－Ａ，②－Ａでした。

・応募総数26通で全員が全問正解でした。抽選の結果、次の5人

の方が当選しました。おめでとうございます。

◎当選者

　横田由佳、伊藤里美、加藤圭子、鈴木智子、大谷照子（敬称略）

広報クイズ

A B C

A B C

※
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
投
稿
の
際
は
、
投
稿
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

大
手
町

名
取
が
丘

山
　
田
　
ハ
ル
イ

長
　
澤
　
耕
　
吾

高
舘
熊
野
堂

高
舘
吉
田

愛
島
笠
島

阿
　
部
　
久
　
子

松
　
谷
　
　
　
博

大
　
久
　
長
　
市

【ひと口鑑賞】　短歌：有路　八千代　評

阿部さんの歌　作者は風邪でもひかれたのであろうか、粥を食

べられるまでに快方に向かわれたようである。お母さんのよう

に上手にはできないが、子供さんの一生けんめいな姿が垣間見

られる。作者の満足そうな姿が浮かぶ。

松谷さんの歌　この度の震災で沢山の方々が辛い悲しい想いを

しているのだが、戦争当時を生き抜いてきた作者にとってはわ

が事のように悲しみがよみがえりくるのであろう。暖かい思い

やりで包んであげたいものである。

大久さんの歌　杜鵑は今日も神社の森にきて啼いているが「余

震などに負けるな」とも聞こえてくるこの頃である。

＊来月のひと口鑑賞は、「川柳」です。

閖
　
上

植
　
松

下
増
田

高
　
橋
　
栄
　
子

三
　
浦
　
哲
　
子

武
　
田
　
末
　
子

さん

32歳 (愛島小豆島)

清 水 大 伸

趣
味
は
何
で
す
か

　
料
理
、
食
べ
歩
き
、
音
楽
で
す
。

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
住
職
と
し
て
寺
と
お
檀
家
さ
ま

の
ご
先
祖
さ
ま
を
お
護
り
し
て
い

ま
す
。

今
ま
で
に
大
き
な
実
績
を
上
げ
た

仕
事
や
、
忘
れ
ら
れ
な
い
仕
事
は

あ
り
ま
す
か

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
四
十
九
日

の
閖
上
日
和
山
で
の
法
要
と
、
文

化
会
館
で
の
百
ケ
日
慰
霊
祭
の
法

要
で
す
。

家
族
構
成
は

　
父
、
母
、
妻
、
長
男
、
次
男
、

祖
母
の
七
人
家
族
で
す
。

我
が
子
へ
一
言

　
好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命
し
て
、

元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

名
取
市
へ
一
言

　
市
民
が
安
心
し
て
住
む
こ
と
が

で
き
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

ほととぎす

市
民
の
ひ
ろ
ば

あて先

市民文芸



　３歳未満のお子さんを応募のあった順に

掲載しています。写真のほかに、お子さん

の名前（ふりがな）、性別、生年月日、父母

の名前、住所、写真の説明（50字以内）を書

いて、封書で送ってください。写真はお返

しします。

〒981－1292（住所記入不要）
名取市役所総務課広報広聴係まで

パパもママもべたぼれです。

毎日、笑顔を見て元気をもらっています。

や ま だ ゆみ

ちゃん山田　美結
（平成22年12月生）

■高舘川上■
父 … 翔　太 さん
母 … 祐　佳 さん

　応急仮設住宅が建設されたことに伴い、

7月19日からなとりん号の運行経路などの

一部を次のとおり変更しています。詳しく

は、最寄りのバス停および市のホームペー

ジをご覧ください。

【変更個所】

①新規路線「植松入生線」を設定（植松入生

団地（応急仮設住宅）と名取駅を結ぶ路線）

②平日通勤時間帯における名取が丘愛島線

の松崎経由便を愛の杜経由便に変更（愛

島東部団地（応急仮設住宅）にかかる変更）

※運行ダイヤ、路線、運賃などに関する問

い合わせは、（株）桜交通（　383－3323）へ。

※なとりん号に関するご意見・ご要望は、

防災安全課生活安全係（5階・内線523・524・

526）へ。

　宮城の豊かな環境を守り次の世代へ引き継いでいくため、さまざまな環境施策を

実施していく必要があります。中でも、地球温暖化防止や森林環境の維持保全など、

差し迫った環境問題に集中的に対応するためには、通常ベースの財源を超えた積極

的な取り組みを行っていくことが必要です。

　そのため、宮城県では、これらの施策の推進に必要な財源を確保するため「みやぎ

環境税」を導入することとしました。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

「みやぎ環境税」の概要

納める人　1月1日現在で宮城県内に住所などを有する個人

納める額　年額1,200円（県民税均等割に加算されます）。県民税均等割2,200円のう

ち1,200円が「みやぎ環境税」です。

税の使いみち　みやぎ環境税は「環境立県みやぎ」の実現のため、以下の4つの視点に

立って事業を展開していきます。

1．地球にやさしいライフスタイルの創造　　2．環境と調和した産業の振興

3．環境立県を支える人材の育成　　4．森林機能や生物多様性など環境基盤の整備

※みやぎ環境税の税収は、使いみちを明らかにするために基金に積み立て、ほかの

財源とは区分して管理します。詳しくは、宮城県ホームページをご覧ください。

※問い合わせは、

　税の仕組みについて…県総務部税務課（　211－2323）

　税の使いみちについて…県環境生活部環境政策課（　211－2661）へ。

（548）

大正6年8月22日生
（飯野坂）

　
「
ご
近
所
の
人
と
お
茶
の
み
す

る
の
が
楽
し
い
ね
」
と
話
す
と
み

よ
さ
ん
。
朝
に
は
モ
ッ
プ
が
け
、

夕
方
に
は
洗
濯
物
を
た
た
む
の
が

毎
日
の
家
で
の
役
割
だ
そ
う
で
す
。

十
年
以
上
医
者
に
は
か
か
っ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
丈
夫
な
お
体
で
、

毎
日
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
を
十
分
以

上
行
う
ま
だ
ま
だ
お
元
気
な
一
面

も
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
も
自
宅
で
は
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
を
見
て
、
一
人
の
時
に
は
歌

を
歌
っ
て
過
ご
し
て
い
る
と
み
よ

さ
ん
に
、
健
康
の
秘
訣
を
聞
い
た

と
こ
ろ
「
家
庭
円
満
な
こ
と
が
一

番
だ
ね
。
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な

い
。
後
は
、
朝
の
バ
ナ
ナ
と
牛
乳

の
ジ
ュ
ー
ス
、
夜
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
の

梅
酒
だ
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
家
族
の
み
ん
な
が
私
を
気
遣
っ
て

く
れ
る
。
年
寄
り
の
気
持
ち
が
分
か

る
家
族
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
で
す
」
と
家

族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ひ

け
つ

　このコーナーは、誕生日順に広

報広聴係からご連絡を差し上げて

取材しています。連絡が入りまし

たら、取材にぜひご協力ください。

さん

市
民
の
ひ
ろ
ば



慣れない競技に戸惑いも

会場の外

にも多く

の参列者

が訪れて

いました

震災のあった

2時46分に合

わせての黙と

う

あたたかい

エールが

東 日 本 大 震 災 名 取 市 合 同 慰 霊 祭東 日 本 大 震 災 名 取 市 合 同 慰 霊 祭

　6月18日（土）名取市文化会館で、東日本大震災名取市合同慰霊祭が

しめやかに開催されました。

　当日は、2,500人を超える多くの皆さんが訪れ、死亡者への慰霊を

行うとともに、亡くなられた人々に対して新たな復興を誓いました。

カナダからのメッセージキルトカナダからのメッセージキルト 子どもたちに本来の笑顔を子どもたちに本来の笑顔を

　津波の被害の恐怖と生活の大きな変化を体験し

た子どもたち。スーダンの子どもたちも20年来の

内戦の末、7月9日に国が南北に分断されるという

変化を体験しています。

　そんな子どもたちに笑顔を取り戻してもらおう

と開催した大運動会。子どもたちにも元気が戻り

ました。

　7月1日（金）不二が丘小学校体

育館で、閖上中学校の生徒たち

へカナダからのメッセージキル

トが公開されました。

　「東北の皆さんのことを思っ

ています」そんな思いが込めら

れたキルトは、3歳から17歳ま

での子どもたちの手によって作

られました。

　この思い、生徒たちにもしっ

かりと伝わったようです。

※このページ内の写真に写っていて、欲しいという人には写真を差し上げます。総務課広報広聴係 (3階・内線327) までご連絡ください。

25cm四方の布が528枚使われた巨大なキルトです

さまざまなメッセージがありました

市
民
の
ひ
ろ
ば



情
報
プ
ラ
ザ

　マタニティーヨーガで、妊娠中の肩

こりや腰痛、便秘などの不快症状を緩

和し、心身ともにリラックスしてみま

せんか。上のお子さんも一緒に参加す

る場合は、申込時にお話ください。

日時　9月15日（木） 午後1時15分～

3時30分（受け付けは午後1時10分

まで）

場所　保健センター

対象　市内在住の妊娠16週以降の妊婦

さん

※妊娠経過で、妊娠高血圧症候群や切

迫早産などの異常のない人に限ります。

内容　マタニティーヨーガ、栄養・歯

科のワンポイントアドバイス、仲間づ

くり

持ち物　母子健康手帳

※動きやすい服装で参加してください。

定員　25人（先着順）

申し込み方法　9月5日（月）までに保健

センターへ電話で申し込んでください

（定員になり次第締め切ります）。

※申し込み・問い合わせは、保健セン

ター（　382－2456）へ。

　わが国の結核はかなり減少しました

が、毎年3万人を超える患者が発症し

ており、大人から子どもに感染するこ

ともあります。結核に対する抵抗力（免

疫）は、お母さんからもらうことがで

きないので、生まれたばかりの赤ちゃ

んもかかる心配があります。乳幼児は、

全身性の結核症にかかったり、結核性

髄膜炎になることもあり重い後遺症を

残す可能性もあることから、BCG予防

接種を受けるようにしましょう。

接種対象　生後3カ月～5カ月の乳児

実施日時　8月31日（水） 午前9時30分

～10時

場所　保健センター

持ち物　母子健康手帳、予診票

※問い合わせは、保健センター（　

382－2456）へ。

マタニティーセミナーを

開催します

BCG（結核）予防接種を

受けましょう！

　国際性豊かな人材の育成を目的と

して実施するこの事業について、参

加団員を募集します。

派遣時期　平成24年3月中旬（10日間

程度）

派遣先　オーストラリア国ビクトリ

ア州モナッシュ市

研修内容　ホームステイ、現地中学

生との交歓・交流など

対象者　市内在住の中学2年生（公立

校・私立校は問いません）で、事前・

事後研修、帰国報告会に必ず参加で

きる人

負担金　5万円（パスポート申請手数

料などは別途個人負担）

応募方法　詳しくは、各中学校や

国際交流実行委員会事務局（総務課内）

で配布する募集要綱をご覧ください。

応募締め切り日　9月30日（金）

提出先　市内中学校の通学者＝在

籍する学校の担任の先生に提出し

てください。市外中学校の通学者

＝〒981－1292（住所記入不要）名取

市国際交流実行委員会事務局まで

郵送（当日消印有効）するか、直接お

持ちください。

選考方法　抽選により決定します。

※問い合わせは、名取市国際交流

実行委員会事務局（総務課広報広聴

係内　3階・内線317・327）へ。

　住み慣れた地域で、自立した生活を送れるようにすることを目的に「地域支援

事業」の一環として介護予防教室を開催します。

　この教室は、市内3カ所に設置されている地域包括支援センターでそれぞれ実

施します。対象の地区を確認の上、ぜひ申し込みください。

参加対象　65歳以上の人で、要支援・要介護認定を受けていない人

開催内容　介護予防講座、筋力アップの体操など

申し込み方法　対象地区を確認の上、担当する地域包括支援センターに電話で

申し込んでください。8月8日（月）から先着順で受け付けを開始し、定員になり

次第締め切ります。

※申し込み・問い合わせは、各地域包括支援センターへ。

名取東地域
包括支援センター

名取南地域
包括支援センター

名取西地域
包括支援センター

電話

番号

対象

地区

増田・閖上・下増田

応急仮設住宅

名取が丘・館腰・愛島・

愛島台・愛の杜

増田西・高舘・ゆりが丘・

相互台・那智が丘・み

どり台

日程・

時間・

場所

など

①

日程：9月～2月

（月2回、木曜日）

時間：13：30～15：00

場所：名取駅コミュニ

ティプラザ

定員：25人

①

日程：9月～2月

（月1～2回、木曜日）

時間：10：30～12：00

場所：名取が丘公民館

定員：30人

①

日程：9月～3月

（第4木曜日）

時間：10：00～11：30

場所：増田西公民館

定員：20人

②

応急仮設住宅の集会所

で開催予定

日時、場所などは未定

です。

②

日程：9月～2月

（月1～2回、水曜日）

時間：10：30～12：00

場所：館腰公民館

定員：30人

②

日程：9月～3月

（第1木曜日）

時間：13：30～15：00

場所：高舘公民館

定員：20人

784－0850 399－7570 386－7225



■ 市役所の代表番号は…

【被災された人の健診料金の免除について】

　市に住所を有する人で、次のいずれかに該当する人は、対象となる各種健診の自己負担金が免除になります。健診を受ける際

には、その事実を確認できる書類（り災証明書、一部負担金等免除証明書）を必ず提示してください。

①住家の全半壊・全半焼またはこれに準ずる被災をした人

②主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った人

③主たる生計維持者の行方が不明である人

④主たる生計維持者が業務を廃止・休止した人

⑤主たる生計維持者が失職し、現在収入がない人

※1　40歳から74歳までの社会保険の被扶養者の特定健康診査

　40歳から74歳までの社会保険の被扶養者には、保険者（協会けんぽ、健康保険組合、共済組合）から、健診の案内が送られ

てきます。下記の健診会場で受診を希望する場合は、案内の指示に従い「受診券」「保険証」と「一部負担金」などをお持ちにな

り、健診会場においでください。受診券が届かない場合など、社会保険の被扶養者の特定健康診査について不明な点は、保

険証を発行している保険者にお問い合わせください。

※2　個別健診の医療機関については、広報7月1日号をご覧いただき、9月30日（金）までに受診してください。

　次の日程で実施します。8月下旬に受診票を送付しますので、確認の上受診してください。

【健診項目】

【日程】

区　　分 対　　象　　者
自己負担額

集団健診 個別健診

特定健康診査 名取市国民健康保険加入者（40歳から74歳までの人） 500円 1,500円

肝炎ウイルス検査 40歳の人、41歳以上で過去に検査を受けたことのない人など 800円 800円

結核・肺がん検診 40歳以上の人（65歳以上の人は全員通知しています） 無料

後期高齢者の健康診査
後期高齢者医療制度に加入している人（平成23年9月30日までに75歳になる

人も対象となります）
無料 無料

生活機能評価
介護保険　要支援・要介護認定者以外の65歳以上の人（健診受診日で65歳に

達する人）
無料 無料

肺がん喀痰検査
50歳以上の人で喫煙指数600以上の人および40歳以上で6カ月以内に血痰のあ

った人
500円

健康診査

骨密度（骨粗鬆症）検査

30歳から39歳までの人 1,500円

70歳以上で、70歳、75歳、80歳･･･と5歳ごとの年齢の女性 500円

30歳、35歳、40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳の年齢の女性
1,000円
(名取市国保加
入者は500円)

30歳以上の生活保護世帯の人 無料 無料

月　日 曜日 会　　　場 地　　　域 受　付　時　間

9月1日 木 下増田公民館
下増田地区

美田園第一・第二・第三団地
8:00～11:00 13:00～14:00

9月2日 金 名取が丘公民館
箱塚桜団地

雇用促進住宅愛島宿舎
8:00～11:00 13:00～14:00

保健センター

9月23日 金・祝
閖上地区・大曲・高柳

小塚原・牛野・植松入生団地
7:30～10:30

9月24日 土
上記の地域で指定日に

受けられない人
8:00～11:00 13:00～14:00

9月3日 土
箱塚屋敷応急仮設住宅集会所 箱塚屋敷団地 7:30～09:00

愛島東部応急仮設住宅集会所 愛島東部団地 10:30～12:00

※1

※2
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【自己搬入】

　ご不便をおかけしましたが、7月1

日から通常どおりの受け入れとなって

います。詳しくは、リサイクル16分

別とごみ2分別の出し方を参照くださ

い。

期日　平日のみ（土曜日・日曜日、祝

日は受け入れしません）

時間　午前9時～11時30分、午後1時～

4時

搬入量　個人の自動車で1日1台（4t車

まで）

搬入先　名取クリーンセンター

【代行運搬】

　8月1日（月）から、通常の収集を再開

します。詳しくは、代行運搬受け付け

センター（　383－3620）までご連絡く

ださい。

※代行運搬などについても、収集ごみ

と同様に分別などを行い、ごみの減量

化にご協力ください。

※問い合わせは、亘理名取共立衛生処

理組合（　0223－22－1717）へ。

　東日本大震災により著しい被害を受

けた地域では、予定どおりの選挙を行

うことが困難であるため、特例として

農業委員会委員の選挙については、選

挙期日を最長で1年間程度延長し、そ

の期日まで現在の委員の任期が延長さ

れることになりました。

　海区漁業調整委員会については、補

欠選挙を行わなくてはならない場合で

も、来年8月に予定されている任期満

了に伴う選挙期日まで、補欠選挙を行

わなくても済むことになりました。

　県内でこれらの選挙の特例を受ける

のは、名取市のほか仙台市、石巻市、

塩竈市、岩沼市、東松島市、亘理町、

山元町、七ヶ浜町、大郷町、女川町で

す。

※問い合わせは、選挙管理委員会事務

局（5階・内線530・531）へ。

　9月に開催を予定していました名取

市敬老会は、東日本大震災により文化

会館が被災し、大ホールの復旧のめど

が立たないため、中止することになり

ました。ご理解をお願いします。

※問い合わせは、介護長寿課（1階・内

線129・130）へ。

　市では、環境基本条例に基づき、良

好な環境の保全および創造に関する施

策を総合的かつ計画的に推進していま

す。

　より良い環境の醸成のため、地域の

環境に関する事項を調査審議する環境

審議会委員を募集します。

応募資格　市内在住の20歳以上の人

募集人数　3人

応募方法　クリーン対策課にご連絡く

ださい。応募要領を郵便でお送りしま

す。

応募締め切り日　8月17日（水） 郵送の

場合は当日の消印まで有効

※選考の結果は各自にお知らせします。

※問い合わせは、クリーン対策課環境

保全係（4階・内線483）へ。

　パブリックコメントとは、市の重要な計画などの立案にあたって、その案を公表

し、市民の皆さんから提出された意見を考慮して意思決定を行う仕組みです。この

制度により、政策形成過程における公正の確保と透明性の向上を図り、市民参画に

よる開かれた市政を推進することとしています。

　市では、この仕組みの手続きルールとして「名取市パブリックコメント手続に関

する要綱」を定め、平成21年4月から実施しています。また、実施状況は毎年度公

表することとしており、平成22年度に実施したパブリックコメントは次のとおり

です。

※問い合わせは、政策企画課行政管理係（3階・内線335）へ。

ごみの自己搬入・代行運搬

を再開します

平成23年度の敬老会は

中止します

環境審議会委員募集

農業委員会と海区漁業調整

委員会の委員の選挙の延期

政策案件名 概　　　要 募集期間 担当課名
意見の

提出者数

名取市第五次長期

総合計画（案）及び

名取市第四次国土

利用計画（案）

平成23年度から平成

32年度までの10年間

の行政運営の指針を

策定するもの

平成22年

7月1日～

7月30日

政策企画課4人

名取市水道ビジョ

ン（案）

名取市水道事業にお

ける将来の目指すべ

き方向を示す名取市

水道事業基本計画を

策定するもの

平成23年

1月17日～

2月15日

水道事業所1人



登録は腕からの
約２ccの採血で
済みます。

（費用はかかりません）

受付日時

8月2日（火）・

16日（火）の

午前10時～11時

受付場所　塩釜保健所岩沼支所

※ご希望の方は、前日までに、塩

釜保健所岩沼支所（　0223－22－2188）

へ電話で予約してください。

 エイズ相談

塩釜保健所岩沼支所に電話し、匿名で相談

ができます。

受付時間　平日の午前9時～午後5時

 抗HIV抗体検査

受付日時　8月2日（火）・16日（火）の午前10時

～11時

受付場所　塩釜保健所岩沼支所

※ご希望の方は塩釜保健所岩沼支所（　0223

－22－2188）へ電話で前日までに予約してく

ださい（匿名で受け付けます）。

全血献血 ◎8月6日（土）・7日（日）・14日（日）

　10：00～12：00

　13：00～16：30

　イオンモール名取エアリ

　急病人やけが人が出たとき、初期の応急手

当てが大切です。いざというときのために、

あなたも講習会に参加しませんか。

日時　8月13日（土）　午前9時30分～午後零時

30分（毎月第2土曜日開催）

場所　名取市消防署

内容　心肺蘇生法、止血法、AED（自動体外

式除細動器）の使用方法など（講習後に修了

証を発行します）

定員　20人

※受講希望者は名取市消防署救急救助係（　

382－3019・内線430・431）に申し込んでくださ

い。

いざというときのために…

救命講習会  参加者募集

そ　せい

・人　口……

・世帯数………

・外国人登録…………

(H23.6.30現在)

男  35,092人

女  36,480人

計  71,572人

26,077世帯

251人

（－71）

（－104）

（－175）

（－56）

（＋1）

※(　)は前月比です。

※スーパーマーケット市内5店舗では、店頭に回収ボックスを設置しています。500�ペットボトルに
　入れてお出しください。
※問い合わせは、クリーン対策課環境保全係（4階・内線483）へ。

各地区の公民館を会場に次の日程で使用済み天ぷら油を回収します。

公 民 館 回 収 日 回 収 時 間 公 民 館 回 収 日 回 収 時 間

9／5（月）

9／20（火）

8／1（月）

8／15（月）

10：25～11：35

10：10～11：20

10：25～11：35

10：10～11：20

10：25～11：35

10：05～11：25

10：25～11：35

増田・下増田

増 田 西

名 取 が 丘

相 互 台

ゆりが丘・那智が

高 　 　 舘

館 腰・愛 島

〈8月〉 〈9月〉

　現在図書館は、敷地内にある屋外書庫や自動車図書館を利

用して臨時開館しています。

開館日　火･木･土曜日（諸事情によりお知らせなく休館する

場合があります）

開館時館　午前10時～午後2時

業務内容

・本の貸し出しと返却

・本のリサイクル（震災で傷んだ本を無償で差し上げます）

・ミニミニおはなし会（毎週木曜日午前11時～11時30分）

☆☆図書館からのお願い☆☆
　震災前に借りた本をまだ持っている人は、図書館に返却し

てください。開館時間外は、返却ポストに入

れることができます。

　また、震災により紛失した場合は、図書館

までご連絡ください。

 七夕飾り～星に願いを～
　図書館では、毎年8月の七夕の

時期に、願い事がかなうようにと

笹竹に短冊を飾っています。

　今年は、自動車図書館の車庫内

に飾ります。みなさんの願いや祈

りを色とりどりの短冊に託してみ

ませんか。

☆期 間　8月2日（火）・4日（木）・6日（土）

　　 　　午前10時～午後2時

☆場 所　自動車図書館車庫（図書館敷地内）

☆対 象　どなたでも

☆その他 短冊やペンなどは図書館で用意します。

～七夕に関する本を展示します～
　七夕の由来や、七夕をテーマにした物語や絵本を集めまし

た。ぜひ、読んでください。

　児童向け…自動車図書館バス内

　一般向け…屋外書庫内

生
活
情
報



消 費 者 の 会事務局
（防災安全課内  内線522）

●譲りたい

婦人用コート、幼児服男子用、

ダブルベッド、ベビーベッド、

ガラステーブル、カラーボック

ス、パイプ製本棚、二人がけ座

いす、ラジカセ、学習机、子供

用自転車、三輪車、ひな人形一

式、こけし

●譲られたい

なとり第二幼稚園制服一式、ふ

たば幼稚園制服男子用一式、ふ

たば幼稚園制服と体操着とくつ、

ジュニア用自転車、大人用自転

車

＊「3歳児健康診査票」が届かない場合には、健康診査の2週間前までに保健センターへご連絡ください。

＊3カ月児・7カ月児健康診査の受付時間が変更となりましたのでご注意ください。

受付時間持ちもの・ほか地　　　　　　区月日健診名 対　 象
生年月日

13：00

13：15
～

13：00

13：15

～

09：30

09：45
～

12：30

13：00
～

13：00

13：30
～

13：00

13：30
～

母子健康手帳、バスタオル

(13：15よりパネルシアターを始めます)

母子健康手帳全地区1日(木)
平成22年

1月生
1歳8カ月児
健康診査

6日(火)

7日(水)

平成23年

5月生
3カ月児
健康診査

(13：00よりパネルシアターを始めます)

母子健康手帳、3歳6か月児健康診査票全地区（個人あてに通知します）24日(水)
平成20年

2月生
3歳6カ月児
健康診査

母子健康手帳、歯ブラシ、
コップ、タオル全地区18日(木)

平成21年

2月生
2歳6カ月児
歯科健康診査

(13：15よりパネルシアターを始めます)

母子健康手帳全地区4日(木)
平成21年

12月生
1歳8カ月児
健康診査

(離乳食の試食があります)

母子健康手帳、バスタオル
増田、増田西、名取が丘、高舘
ゆりが丘（みどり台を含む）、相互台、那智が丘

10日(水) 閖上、下増田、館腰、愛島（愛の杜を含む）

9日(火)平成23年

1月生
7カ月児
健康診査

母子健康手帳、バスタオル

増田、増田西、名取が丘、閖上

3日(水)
下増田、館腰、愛島（愛の杜を含む）、高舘
ゆりが丘（みどり台を含む）、相互台、那智が丘

増田、増田西、名取が丘、閖上

下増田、館腰、愛島（愛の杜を含む）、高舘
ゆりが丘（みどり台を含む）、相互台、那智が丘

2日(火)

平成23年

4月生
3カ月児
健康診査

鹿又工業

大新設備

青木設備工業所

名取総合サービスセンター

いこい住設

小野設備工業

小泉建設工業

引地設備工業

ケンナン

吉川設備

382－0216

384－2894

384－1330

384－3002

382－2717

384－3086

384－5820

050－5538－8650

384－5697

382－2840

8／6(土)

7(日)

13(土)

14(日)

15(月)

16(火)

20(土)

21(日)

27(土)

28(日)

※午前8時30分～午後5時

休日歯科診療当番医は、健康カレンダーやテレホンサービスなどで

お確かめください。

　市民体育館は引き続き災害復興の活動拠点と

なっており、当面の間休業となります。再開時

期はあらためてお知らせします。

◆市県民税　　１期 納期限は

です。

税務課収納管理係 (1階・内線179)

納付は、期限内にお願いします。

なお、納付には便利で確実な

「口座振替」をご利用ください。
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・行政相談　8月19日（金）　午前10時
～午後3時　市民相談室で

　防災安全課　内線526

・消費生活相談　毎週月～金曜日　午
前9時～午後4時　防災安全課（5階）で

　防災安全課　内線525・526

・人権相談　8月11日（木）　午前10時
～午後3時　市民相談室で

　防災安全課　内線526

・法律相談　8月12日（金）・26日（金） 
午前10時～午後3時　市民相談室で〔電

話予約制（相談日の前週の月曜日から

受け付け開始）　定員8人〕

　防災安全課　内線526

・行政書士無料相談　8月17日（水）  
午後1時～4時　市民相談室で

　宮城県行政書士会　　261－6768

・休日年金相談　8月13日（土）　午
前9時30分～午後4時　仙台南年金

事務所（仙台市太白区長町南1－3－1  

　246－5114）で行います。

・定例青少年相談　8月10日（水）・24

日（水） 午後1時～4時　市民相談室で

　生涯学習課青少年係　内線632

・農家相談　8月10日（水） 午後1時
30分～4時  農業委員会相談室（4

階）で

　農業委員会事務局　内線422

・生活相談　毎週火曜日　午前10時
～午後3時　市役所西棟1階で

　社会福祉協議会　内線661・662

・子育て相談　毎週月～金曜日　午前
10時～午後3時　電話もしくは来所で

　子育て支援センター（増田保育所内

　381－1305、高舘保育所内　　

381－2031）

・身体障がい者相談　8月18日（木）  
午前10時～午後3時  面接室（1階）で

　社会福祉課　内線143

・母子家庭相談　8月22日（月） 午前
10時～午後3時　県仙台保健福祉事

務所岩沼支所（岩沼市中央三丁目1－

18  　363－5507）に開催日の前日

まで電話で予約してください。

　社会福祉課　内線144

・知的障がい者相談　8月23日（火）  
午前9時30分～正午　面接室（1階）で

　社会福祉課　内線143

・家庭児童相談　毎週月～金曜日　午

前9時～午後4時　家庭児童相談室で

　社会福祉課　内線148

・市民活動・NPO相談　市民活動支
援センターが使用できないため、現

在のところ、再開の見通しがついて

おりません。後日あらためてお知ら

せします。

・就職相談　毎週月～金曜日　午前9
時～午後5時　名取市地域職業相談室

（増田二丁目2－4　　381－4860）で

行います。

・内職相談　仙台地方振興事務所（仙
台市青葉区堤通雨宮町の仙台合同庁

舎　　275－9111）が窓口です。

・健康相談／歯科相談　8月26日（金） 
午前9時30分～11時 保健センターで

　保健センター　　382－2456

・マタニティー相談・母子健康手帳交付  
毎週月曜日 受付時間 午後1時15分

～45分 保健センターで

※上記の時間で都合の悪い人は、事

前に保健センターにご連絡ください。

　保健センター　　382－2456

・こころの相談　8月12日（金） 午後1
時30分～4時〔電話予約制〕　保健セン

ターで

　保健センター　　382－2456

年
金
請
求
、
受
給
者
共
通
　

　
0
5
7
0
ー

0
5
ー

1
1
6
5

（
Ⅰ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
利
用
す
る
人
は
　

　
03
ー

6
7
0
0
ー

1
1
6
5
）

情報提供の放送は、毎日  午前9時～午後5時まで（そのほかの時間は音楽放送）

番組への情報の提供・ご意見などは、なとらじ特設スタジオ（　384－2466

FAX 384－2460）へ。

　このたびの東日本大震災による被害のため館内の利用を停止していましたが、安全確認を経て大ホール、中ホール以外の施設に

ついて、順次、利用再開できることになりました。

　大ホール、中ホールは現在も復旧工事を行っていることから、利用にあたっては騒音などの影響が出る場合があります。また、

今後の余震などの影響により変更が生じる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　ご不便をおかけしますが、安心・安全な全館利用の再開までには、今しばらくお待ちください。

　ご不明な点などは、お気軽に上記までお問合せください。

◆貸館を再開する施設：小ホール（楽屋も含む）、会議室、講義室1、講義室2、和室、茶室
　　　　　　　　　　　リハーサル室、音楽練習室1、音楽練習室2、展示ギャラリー、演劇練習室

☆貸館開始日：平成23年8月1日（月）　　☆受付開始日：平成23年8月1日（月）

☆受付方法：使用日の3カ月前の1日から使用日の前日（ホールは7日前）までに、会館窓口で利用申請の手続きを行ってください。

※通常、ホールは1年前から受け付けすることができますが、今回は平成24年3月31日までの受け付けとさせていただきます。

◆すでにご予約いただいた申し込み分について

☆利用予定日が平成23年7月31日（日）以前の場合

　施設都合による使用取り消しとし、事前にいただいた使用料は全額払い戻しをします。

☆利用予定日が平成23年8月1日（月）以降の場合

　予約日時での利用が可能です（取り消しの申請をした人は、再度申し込みが必要です）。

　8月の利用予約分について…財団から利用確認のご連絡をします。（利用しない場合の使用料は全額払い戻しをします）

　9月以降の利用予約分について…平成23年8月31日（水）までに利用取消をされた場合のみ使用料を全額払い戻しをします。　
　　　　　　　　　　　　　　　（大・中ホールを除く）

●利用料金の払い戻しについては、いずれも事前に還付申請などの手続きが必要となります。会館窓口で所定の手続きをお願

いします。（受付時間：午前9時～午後5時、休館日：毎月第1・3火曜日、12月29日から1月3日）
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